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災害時における聴覚障害者への情報保障についてのご要望について

拝啓

平素は、NHKの 放送 に格別 の ご理解 ご協 力を賜 り、厚 く御礼申し上げます。

このたび、貴連盟か らいただきま した 「災害時における聴覚障害者への情報保障につ

いての要望(連 本第120002号)」 につ きま して ご回答 申 し上 げます。

1.緊 急 災害時 にお ける ローカル 番組 を含むテ レビ番組 に、 「手話通訳 と字幕」の付

与について

4月1日 夜 の福 島県 を震源 と した震度5弱 の地震発生 時は、総合 では午後11時

6分 頃か ら特設 中断ニュー スを放送 しま したが、深夜の時間帯であったためオペ レ

ーターの確保が難 しく、字幕は付与できませんで した。

NHKで は、字幕放送 が付 いていない場合でも、画面表示だけで状況が把握でき

るよう津波警報 ・注意報発令地域はテ レビ画面に文字や地図などで表示 し、津波到

達予想時刻の一覧表示や、被災地域の地図への震度表示、震度の大きい地域につい

ては表での一覧表示の付加な どの工夫を重ねてお ります。

NHKと して引き続 き、字幕付与 の拡充 に努めてい く考えですが、夜間早朝など

のオペ レーター確保、設備面や経費面での現実的な課題があります こともご理解い

ただきたい と存 じます。ローカル番組の字幕付与につきま しては、平成25年 春 を

目途 に、大 阪局お よび名 古屋局に設備を配置 し、一部のニュースに字幕を付与 して

いくことを検討 してお り、その後 も拡充を図っていく予定です。ただ し、全国の放

送局での実施については、人材確保や設備面などか ら今後の課題 と考えてお ります。

手話放送につきましては、NHKの 「手話 ニュー ス」では、キャスターを外部の

方にお願いしています。あらか じめ相当人数を確保 し、地震や台風などの緊急報道

に備 えて24時 間常時待機 させ る体制を組 む ことは、困難であることをご理解いた

だきたく思います。そのような中、昨年は、東 日本大震災や台風12号 、15号 の

災害報道 において、キャスターやデ ィレクターなどの体制を確保 し手話の特設放送

を実施 しま した。今後 も可能な限 り検討 をしていきたい と考えます。



また、これまでにもご案内しましたように、NHKで は、定時全国ニ ュー ス番組

へ の計 画的な字幕拡充 と音声 自動認識方式での運用とあわせて、インターネ ッ トや

データ放送等の伝送路を活用 し、必要な情報をきめ細かくお伝えしていきたいと考

えています

2.緊 急 災害時 におけ る、ロー カル番組 を含むニュース、その他の必要な情報の特定

非営利活動法人CS障 害者放送統一機構 様 への速やか な提供について

NHKで は、平成16年10月 の新潟 中越 地震 お よび平成19年7月 の新潟県 中越

沖地震 におい て、 「CS障 害者放送統一機構 」様 か らの ご要望を受け、NHKの

ホームペー ジに掲載 している地震関連情報 を、一定の条件のもと提供 させていただ

いてお ります。また、昨年3月 の東 日本大震災 にお きま して も、NHKの ホームペ

ージ に掲載 してお ります 「各放送局災害情報」の使用についてご要望 をいただき、

提供 させていただきました。緊急災害時には、引き続 きこれまで同様の対応 をして

いきたい と考えてお ります。

緊急報道の際のニュース送出現場は、視聴者のみなさまにより迅速 に最新の情報

をお届けす るために時間を争って対応 してお ります。こうした状況での放送内容に

ついての制作連携や放送実施以外での特定の相手先への情報提供 につ きま しては

極めて難 しいことは、なにとぞ重ねてご理解いただきた く存 じます。

貴連盟か らいただきました貴重なご意見は、緊急報道 をは じめとす るNHKの 放

送等へ の参 考 に させていただ きます。今後 ともNHKの 放 送事業に ご理解 とご支援

をいただきますよ うお願い申し上げます。
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